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○釧路市労働者福祉センター条例  

平成１７年１０月１１日  

釧路市条例第１４６号  

改正  平成２３年３月１８日条例第１号  

平成２４年３月１９日条例第７号  

平成２６年３月２０日条例第４号  

平成３１年３月２２日条例第８号  

令和元年６月２８日条例第２号  

（設置）  

第１条 勤労青少年の健全な育成及び福祉の増進並びに中高年齢労働者の健

康の増進及び福祉の向上を図るため、釧路市労働者福祉センター（以下「セ

ンター」という。）を設置する。  

（定義）  

第１条の２  この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ

当該各号に定めるところによる。  

（１） 青少年  １５歳以上３５歳未満の者をいう。  

（２） 勤労青少年  青少年のうち、勤労に従事する者をいう。  

（３） 中高年齢者  ４５歳以上の者をいう。  

（４） 中高年齢労働者  中高年齢者のうち、労働に従事する者をいう。  

（５） 労働者  勤労青少年及び中高年齢労働者をいう。  

（位置）  

第２条 センターは、釧路市緑ケ岡３丁目１番１１号に置く。  

（事業）  

第３条 センターは、第１条の設置目的を達成するために、次に掲げる事業

を実施する。  

（１） 労働者の健康の保持及び体力の増強に関すること。  

（２） 労働者の文化及び教養の向上に関すること。  

（３） 労働者の趣味、娯楽、レクリエーション等に関すること。  
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（４） 職業講習、職業相談及び職業情報の提供に関すること。  

（５） 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業  

（使用者の範囲）  

第４条 センターを使用できる者は、次のとおりとする。  

（１） 青少年  

（２） 中高年齢者  

（３） 前条各号の事業に関連する者  

（４） その他市長が運営上支障がないと認めた者  

（使用承認）  

第５条 センターを使用しようとする者は、あらかじめ市長の承認を受けな

ければならない。  

２  前項の承認は、別表第３項の体育室にあっては、同項の時間区分を単位

として行うものとする。  

３  市長は、管理運営上必要があると認めたときは、その使用について条件

を付し、及びこれを変更することができる。  

（使用の制限）  

第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、センターの使用を

承認せず、又は使用させない。  

（１） 公益を害するおそれがあると認められるとき。  

（２） センターの建物又は附属設備を損傷するおそれがあると認められ

るとき。  

（３） 集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれのある団体の利

益になると認められるとき。  

（４） 管理運営上支障があると認められるとき。  

（使用料）  

第７条 センターの使用料は、別表のとおりとする。  

２  前項の使用料は、使用の承認を受けたときに納入しなければならない。

ただし、市長が特に必要があると認めたときは、この限りでない。  
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３  市長が特に必要があると認めたときは、使用料を減免することができる。 

（使用料の不還付）  

第８条 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長が特に必要があると認

めたときは、その全部又は一部を還付することができる。  

（転貸等の禁止）  

第９条 第５条第１項の規定により使用の承認を受けた者（以下「使用者」

という。）は、その権利を譲渡し、又は転貸してはならない。  

（特別の設備等の承認）  

第１０条  使用者は、特別の設備をし、又は施設に変更を加えて使用しよう

とするときは、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。  

（使用承認の取消し等）  

第１１条  市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用の承認を取

り消し、又は使用を停止することができる。  

（１） 不正の手段をもって使用の承認を受けたとき。  

（２） 使用の目的以外に使用したとき。  

（３） 第５条第３項の規定により付され、又は変更された条件に違反し

たとき。  

（４） この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。  

（５） 管理運営上支障があると認められるとき。  

（原状回復）  

第１２条  使用者は、その使用が終わったときは、直ちにこれを原状に復し

て返還しなければならない。前条の規定により使用の承認を取り消され、

又は使用を停止されたときも、同様とする。  

２  市長は、使用者が前項の義務を履行しないときは、これを代行し、それ

に要した費用を使用者から徴収する。  

（損害賠償の義務）  

第１３条  使用者は、センターの建物、附属設備等を損傷し、又は滅失した

ときは、その損害を賠償しなければならない。  
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（運営委員会）  

第１４条  センターの運営を円滑に行うため、釧路市労働者福祉センター運

営委員会（以下「委員会」という。）を置く。  

２  委員会の組織及び運営について必要な事項は、市長が別に定める。  

（委任）  

第１５条  この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

附  則  

（施行期日）  

１  この条例は、平成１７年１０月１１日から施行する。  

（経過措置）  

２  この条例の施行の日の前日までに、合併前の釧路市中高年齢労働者福祉

センター条例（平成１５年釧路市条例第１３号）の規定によりなされた処

分、手続その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたも

のとみなす。  

附  則（平成２３年３月１８日条例第１号）抄  

この条例は、平成２３年４月１日から施行する。  

附  則（平成２４年３月１９日条例第７号）  

（施行期日）  

１  この条例は、平成２４年４月１日から施行する。  

（釧路市勤労青少年ホーム条例の廃止）  

２  釧路市勤労青少年ホーム条例（平成１７年釧路市条例第１４７号）は、

廃止する。  

（経過措置）  

３  この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに、この条

例による改正前の釧路市中高年齢労働者福祉センター条例又は前項の規定

による廃止前の釧路市勤労青少年ホーム条例（以下「旧勤労青少年ホーム

条例」という。）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それ

ぞれこの条例による改正後の釧路市中高年齢労働者福祉センター条例（以
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下「新条例」という。）の相当規定によりなされたものとみなす。  

４  施行日から平成２５年３月３１日までの間において、施行日の前日まで

に旧勤労青少年ホーム条例第４条の規定に基づく規則の規定により専用使

用の許可を受けたものに係る使用料は、新条例別表第１項から第３項まで

の規定にかかわらず、これらの規定による使用料の額を２で除して得た額

（その額に１０円未満の端数がある場合は、これを切り捨てた額）とする。  

（釧路市都市公園条例の一部改正）  

５  釧路市都市公園条例（平成１７年釧路市条例第２１１号）の一部を次の

ように改正する。  

（「次のよう」省略）  

附  則（平成２６年３月２０日条例第４号）抄  

（施行期日）  

１  この条例は、平成２６年４月１日から施行する。  

（使用料等の改定に係る経過措置）  

４  この条例（第１条、第９条、第１２条から第１５条まで、第１８条、第

１９条、第２１条から第２５条まで、第２８条、第２９条、第３１条、第

３２条、第３６条、第４４条、第５４条、第５７条、第６０条、第６４条

及び第６８条を除く。）による改正後のそれぞれの条例の規定（第２項第

４号から第６号までに規定する規定を除く。）は、施行日以後の使用、占

用、入場、観覧、採取等（以下「使用等」という。）に係る使用料等であ

って、施行日以後に支払を受けるべきもの（施行日前に発行した納入通知

書に係るものを除く。）について適用し、施行日前の使用等に係る使用料

等又は施行日前に支払を受けるべき使用料等若しくは施行日前に発行した

納入通知書に係る使用料等については、なお従前の例による。  

５  次の各号に掲げる規定により施行日前に納入された当該各号に掲げる回

数券又は定期券に係る使用料等（有効期間があるものにあっては、有効期

間の末日が施行日以後であるものに限る。）によるそれぞれの公の施設の

使用等については、なお従前の例による。  
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（１） 第５条の規定による改正前の釧路市労働者福祉センター条例第７

条  同条例別表第２項に規定する回数券及び定期券に係る使用料  

（規則への委任）  

８  この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措置

は、規則で定める。  

附  則（平成３１年３月２２日条例第８号）抄  

改正  令和元年６月２８日条例第２号  

（施行期日）  

１  この条例は、令和元年１０月１日から施行する。  

（使用料等の改定に係る経過措置）  

５  この条例（第１条、第９条、第１２条から第１６条まで、第２１条、第

２３条から第２６条まで、第２９条、第３０条、第３２条から第３４条ま

で、第３７条、第４０条、第４５条、第５７条、第６０条、第６３条、第

６７条及び第７１条を除く。）による改正後のそれぞれの条例の規定（第

２項第３号から第５号までに規定する規定を除く。）は、施行日以後の使

用、占用、入場、観覧、採取、入港等（以下「使用等」という。）に係る

使用料等（第９項に規定する使用料等を除く。）であって、施行日以後に

支払を受けるべきものについて適用し、施行日前の使用等に係る使用料等

又は施行日前に支払を受けるべき使用料等については、なお従前の例によ

る。  

６  次の各号に掲げる規定により施行日前に納入された当該各号に掲げる回

数券又は定期券に係る使用料等（有効期間があるものにあっては、有効期

間の末日が施行日以後であるものに限る。）によるそれぞれの公の施設の

使用等については、なお従前の例による。  

（１） 第５条の規定による改正前の釧路市労働者福祉センター条例第７

条  同条例別表第２項に規定する回数券及び定期券に係る使用料  

（規則への委任）  

１０  この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措
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置は、規則で定める。  

附  則（令和元年６月２８日条例第２号）  

この条例は、公布の日から施行する。  

別表（第５条、第７条関係）  

１  職業講習室等  

室名  区分  単位  使用料  

職業講習室  専用使用  １時間につき  ６３０円  

研修室  〃  〃  ７３０円  

会議室  〃  〃  ６３０円  

教養文化室  〃  〃  ６３０円  

一般

使用  

中高年齢者  １人１回３時間につき  １２０円  

中高年齢者以外の者  〃  ２５０円  

備考  

１  営利を目的としない催物に使用する場合の使用料は、この表の規定

による使用料の額にその額の１００％に相当する額を加算して得た額

とする。  

２  営利を目的とする催物に使用する場合の使用料は、この表の規定に

よる使用料の額にその額の９００％に相当する額を加算して得た額と

する。  

３  特殊の電気設備をしたときの電気料については、別に実費を徴収す

る（第３項の表において同じ。）。  

４  １１月１日から４月３０日までの間及びその他の期間において暖房

を必要とする場合は、別に定める暖房料を加算する（第３項の表にお

いて同じ。）。  

５  一般使用とは、構成人員が４人以下の使用をいう（第３項の表にお

いて同じ。）。  

２  トレーニングルーム  
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区分  単位  使用料  

中高年齢者  １回  １２０円  

回数券（１２回）  １，２５０円  

定期券（１か月）  １，８９０円  

中高年齢者以外の者  １回  ３８０円  

回数券（１２回）  ３，７７０円  

定期券（１か月）  ４，９２０円  

３  体育室  

時間区分  

使用区分  

午前  午後  夜間  全日  

午前９時～

正午  

午後１時～

午後５時  

午後６時～

午後９時  

午前９時～

午後９時  

全面使用  ５，６８０

円  

７，６００

円  

９，４８０

円  

２２，７６

０円  

２分の１面使用  ２，９００

円  

３，７９０

円  

４，８１０

円  

１１，５０

０円  

４分の１面使用  １，５２０

円  

１，８９０

円  

２，４００

円  

５，８１０

円  

一般

使用  

中高年齢者  １人１２０

円  

１人１２０

円  

１人１２０

円  

１人３６０

円  

中高年齢者以外の者  １人２５０

円  

１人２５０

円  

１人２５０

円  

１人７５０

円  

備考  

１  午前と午後又は午後と夜間を通じて使用する場合は、それぞれを１

の時間区分とし、その使用料は、各時間区分の使用料の額の合計額と

する。  

２  営利を目的としない催物に使用する場合の使用料は、この表の規定

（前項の規定を含む。）による使用料の額にその額の１００％に相当
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する額を加算して得た額とする。  

３  営利を目的とする催物に使用する場合の使用料は、この表の規定（第

１項の規定を含む。）による使用料の額にその額の９００％に相当す

る額を加算して得た額とする。  

４  附属設備  

区分  単位  使用料  

囲碁・将棋  一式  １２０円  

スポンジテニス  支柱・ネットー式  １２０円  

ソフトバレー  支柱・ネットー式  １２０円  

卓球  台・ネットー式  １２０円  

テニス  支柱・ネットー式  ２５０円  

トランポリン  設備  １２０円  

バスケットボール  設備  ２５０円  

バドミントン  支柱・ネットー式  １２０円  

バレーボール  支柱・ネットー式  ２５０円  

ミニテニス  支柱・ネットー式  １２０円  

ワイヤレスマイク  一式  ６３０円  

 


